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論　　文　　の　　要　　旨

　砂岩のような粒状体から成る地層がどのような過程を経て摺曲するかは，岩石の変形作用の最も

基本的な知識であるにもかかわらず，これまで必ずしも明らかではなかった。本論文は，実際に榴

曲した砂岩層について，その内部にみられる種々の性質をもとに，榴曲のプロセスの一つのタイプ

を明らかにしたものである。主な成果は次の通りである。

　（ユ）厚さ約ユ㎜の摺曲した砂岩層の申に，4セットの破断面を識別し，それが摺曲形成にともなっ

て屈鹿していることを利用して，榴曲形成の段階を区分した。また各段階ごとの応力場をこの破断

面を用いて推定し，主圧縮応力軸が常に本来の地層面の方向すなわち水平面と平行であることを示

した。

　（2）砂岩を構成する粒子は摺曲内部で特定の選択方位をとる。この方位の分布は摺曲層内部におけ

る粒子の回転運動の結果をあらわしている。

　（3）構成粒子はまた隣接する粒子と特定の方向で接触する。このため，粒子聞の接線の法線方位と，

これに対応する最小弾性波連度の方位とを測定すると，摺曲層内部において体系的な分布を示し，

粒子の運動の状態を推定することができる。

　（4）構成粒子の回転にともない，地層の厚さがそれに対応して変化することを，実測値と理論的推

定値がよい一致をすることで明らかにした。

　以上のすべての性質は，未固結の砂岩の場合のように粒子の流動が容易に行われるような条件下
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では，榴曲にともなって生ずる層内部の歪場にしたがって粒子の回転がおこり，それが摺曲全体の

形態的特徴を規定していることを明らかにしている。

審　　査　　の　　要　　旨

　榴曲の形成プロセスはこれまで十分明らかになっているとはいえない。摺曲の進行にともない，

構成粒子がどのような運動をするかを実際に追跡した例はない。本論文は，摺曲した砂岩層にっい

て，その内部における種々の性質を調べ，榴曲時に地層内部で進行する粒子の運動を推定しようと

試みた独創的な研究である。

　本論文では，この研究方法に適した摺曲層の一例について，破断面，構成粒子の選択方位，粒子

間接触面の方位，弾性波速度の方位による変化，地層全体および単位層の厚さの変化を摺曲層内部

の多数の点で測定した。ここで扱っているような堆積性榴曲（粒子間の凝集力が弱く，粒子の運動

が比較的容易な場合）では，全体の変形に応じて構成粒子がそれぞれ力学的要請に従って回転し，

地層全体の榴曲を形成することを明らかにしている。従来行われてきたように，摺曲形成の環境を

区分するのに，榴曲の断面形を用いるやり方によれば，この例は曲げ流れ榴曲のタイプに属するが，

このタイプの摺曲を支配するのは粒子の自由な回転であって，これは未固結層であっても，高温下

の変形であっても同じようなことが起こりうることを示唆していることは興味深い。このように本

論文はその新しい研究方法と共に，興味ある成果を挙げたことで高く評価される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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